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当
り
G
N
P
千
ド
ル
目
標
は

無
理、

毛
理
論
の
ツ
ケ
は
重
い
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中
国の
四つ
の
現
代
化は、
今
世
紀
末に

一
人
当
た
りG
N
P
を一
O
O
O
米
〆に
す

ると
と
を
目
標に
して
い
る。
だ
が、
と
の

目
標
自
体、
達
成
困
難な
もの
で
は
なか
ろ

う
か。
とい
うの
は、
現
在の一
人
当
た
り

G
N
P
は
二
五
O
J三五
O
Jで、
残
り－

七
年
間に
三
t四
倍
品測させ
る
とい
うと
と

は、
と
れ
まで
の
中
国の
経
済的
央
制に
照

ら
せ
ば
も
と
よ
り、
た
と
え、
経
済
活
動
が

活
況
を
呈し
た
と
して
も、
脊
跡的
数
悩
だ

とい
わね
ば
な
ら
ない。

し
か
も、
と
の
よ
う
な
目
標の
達
成は
現

在の一
O
億
余の
人口
が一
人
も
ふ
え
ない

とい
うζ
と
を前
提と
して
い
るの
で
あっ

て、
い
かに
人口
抑
制
政
策
を
断
行して
い

る
と
はい
え、
と
の
と
と
自
体も
中国
社
会

に
おい
て
は、
と
れ
ま
た
奇
跡で
も
起と
ら

ない
か
ぎ
り
実
現で
き
ない
か
ら
だ。
中
国

社
会が
聞か
れ
れ
ば
聞か
れ
る
ほ
ど、
子
供

の
数
を
党や
政
府が
決
定
する
とい
う
強
椴

的
な
人口
抑
制
策は
「
人
権
川区
得だ」
とい

う
窓
滋
も
広がっ
て
く
る
だ
ろ
う。

と
うして
中
国の
将
来は、
「
人
間
資本

中
嶋

嶺
雄

論」
に
基づ
く
毛
沢
東
政
治の
高い
ツ
ケ
を

支
払っ
てい
か
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の
で
あ

っ
て、
と
の
問
題一
つ
を
とっ
て
みて
も、
中

国の
将
来に
閲して
は
悲
観的に
な
ら
ざ
る

を
え
ない。
まして
や、
八
O
%が
必
民だ

とい
う
中国
社
会の
産
業情
迭の
転
換は
途

方も
ない
疎
題で
あ
り、
現
代
化し、
工
諜

化し、
俊
械
化
す
れ
ば、
そ
れ
だ
けで
過
剰

労働
人口
を
さ
らに
生み
出
すとい
う
矛
回

と
と
もに、
と
れ
ま
た
「
農
業滋
礎
諭」
に

基づ
く
毛
沢
東
政
治の
ツ
ケに
今
後の
中
国

は
悩
む
だ
ろ
う。
も
し
も、
目
標ど
お
りに

中
国が
四つ
の
現
代
化を
達
成
し、
一
人
当

た
りG
N
P一
O
O
O
米
〆
を
達
成
し
た
と

して
も、
日
本は
も
と
よ
り、
台
湾、
級
国

など
中
国
周
辺
諸
国は、
そ
れ
な
りの
経
済

成
長
を
続
けて
い
る
で
あ
ろ
うか
ら、
中
国

大
陸
との
格
差は
ま
す
ま
す
広が
る。

と
の
よ
うに
考
えて
み
る
と、
い
わ
ゆ
る

解放
経
済
体
制とい
う
災
験もつ
ま
ずくと

と
は
自に
見えて
お
り、
中
国
共
産
括支
配

下の
社
会
主
義
体
制
その
もの
が、
根
本的

に
間わ
れ
ると
とに
な
るの
で
は
ない
か。
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日
本
を
含
め
自
由
世
界
の
二
割

を
占
め
る
強
力
経
済
圏
の
出
現
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将
来の
経
済の
予
測とい
う
場
合、
政
治

状
況の
不
変とい
う
条
件が
前
提と
な
る。

と
くに
アジ
アの
場
合、
と
の
政
治
状
況の

変
化は
大い
に
あ
り
うると
と
なの
で
（た

と
え
ぽ
香
港の
地
位）、
と
の
変
数を・ゼ
ロ

と
考
え
ると
とに
する。

ま
ず
第一
に、
帥師団、
台
湾、
香
治、
シ

ン
ガ
ポ
ール
の
アジ
ア
四
強と
日
本
を
加え

た
アジ
ア
粗野の
経
済
力は、
自
由
位
界
全
休

の
ニ
O
MNまで
伸
長
する
と
考
えて
よい。

その
う
ち、
日
本が五
分の
三
弱、
総国と

台
湾で
五
分のニ
弱、
他がシ
y
ガ
ポ
ー

ル、
香
潜とい
うと
とに
な
ろ
う。

第二
に、
日
本とζ
の
アジ
ア
四
強を
含

め
た
国k
は、
一
つ
の
強
力
な
経
済
問とし

て
機能
すると
とに
な
る。
今日の
よ
う
な

バ
ラバ
ラ
の
状
況で
は
な
く、
経
済的
な
協

力・
補
完
関
係
を
もっ
グ
共
同
体u
的
な
地

域
と
な
る、
とい
うと
と
で
ある。

第三に、
ζ
の
五ヵ
国
をい
わ
ば
核
と
し

て、
アセ
アン
諮
問、
オセ
アニ
ア
諸
国、

さ
らに
南
西
アジ
ア
諸
問といっ
た
悶々
が

お
互い
に
補
完
関
係
を
も
ち、
が
共
同
市

勢1脅界世

鳥
羽
欽一
郎

場。
的
色彩
を
強めてい
くと
と
が
考
え
ら

れ
る。
い
い
か
える
なら
ば、
今日の
E
C

と
近似
し
た
状
況に
なっ
てい
くと
みて
よ

い。
す
な
わ
ち、
アジ
アに
初めて、
強
力

な
経
済
闘が
出
現
する
とい
う
と
と
で
あ

り、
その
可
能
性は
極めて
強い。

し
か
し、
ζ
れに
述
する
まで
の
経
過に

は
積荷
の
ト
ラブル
が
伴
う。
第一
に
は
五・

ヵ
問
問の
競
合で
あ
り、
と
くに
口
仰の
問

で
は一
時的に
強ま
り、
一
九
九O
年が
そ

の
ピ
1
ク
と
な
ろ
う。
また、
縁
関、
台
湾

と
アセ
アy
諸
国
など
河
辺
諸
国の
際
線、

競
合も
同
様に
強ま
る。

以
上の
よ
う
な
状
況
を前
提と
して
日
本

が
と
るべ
き
方策は、
第一
に、
と
れ
ら
四

強の
経
済
力の
強
化を
援
助すると
と、
第

二
に、
た
だ
し
相
互
補
完的
な
発展に
部く

よ
う
な
形で
協
力・
誘
穏を
行な
うと
と、

第三に、
文
化的
紐
裕を
深めてい
くと
と

で
ある。
今後の
餓
合を
恐
れ
ず、
制
極的

に
共
同
経
済
圏の
建設の
ための
方策
を
と

っ
てい
くと
と
が、
国
際
政
治
状
況
を
含め

て
長
期的
な
自で
日
本に
有
利で
ある。
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